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抄　録
目的：地域在住高齢者への効果的な食支援に向けてのアセスメントツールを検討する
ために，地域在住高齢者が食事の価値や目的を意識するプロセスを高齢者の視点で明
示することを目的とした。
方法：2022年 3月から 2023年 4月の期間に近畿圏の地域在住高齢者を対象に，半構
造化面接を実施し質的データを収集した。分析手法は，修正版グラウンデッド・セオ
リー・アプローチ（Modified Grounded Theory Approach: M-GTA）を用いた。デー
タから概念を抽出し，理論を生成した。
結果：対象者は 13人（男性 5人），年齢は 74-88歳（平均 77.4歳），面接時間は 21–80
分（平均 47分）であった。地域在住高齢者が食事の価値を意識するプロセスには，【暮
らしの中での自己形成】と【暮らしの外への自己解放】の相反する 2つのカテゴリーが
生成された。
考察：高齢者が食事の価値を意識するプロセスでは，歴史的文化的変化の急速さがも
たらした高齢者の葛藤も明示された。効果的なアセスメントツールを検討する際には，
支援者側にも高齢者個人の人生に内包されている歴史的文化と向き合う視点が必要で
ある。
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連絡先：石田 由美子（E-mail: yumi-is@fc.ritsumei.ac.jp）

20



Qualitative Inquiry and Social Implementation, No.1 (2024) Center for MONODUKURI Qualitative Research, Ritsumeikan University

pp. 20–34

　　　 Original Articles

The Process of Elderly Community-Dwellers’
Awareness of the Value of Meals

Published: March 15, 2024

Yumiko Ishida（College of Gastronomy Management, Ritsumeikan University）
Asako Kudo（Faculty of Medicine, Osaka Medical and Pharmaceutical University）
Haruka Ota（School of Public Health, Kyoto University）

Abstract
Purpose: To examine effective assessment tools in meal support for elderly community-
dwellers , we aimed to clarify the process underlying their awareness of the value and
purpose of meals.
Methods: We conducted semi-structured interviews in elderly individuals residing in
the Kinki region from March 2022 to April 2023. A modified grounded theory approach
was used as a qualitative analysis method. Concepts were extracted from the data
and theories were generated.
Results: A total of 13 individuals (five males), aged 74 to 88 years (mean: 77.4 years),
participated in the study. The interview duration ranged from 21 to 80 minutes
(mean: 47 minutes). Two contradictory categories were generated in the process of
elderly community-dwellers becoming aware of the value of meals: “self-formation in
daily life” and “self-emancipation outside of daily life.”
Discussion: The process underlying elderly community-dwellers’ awareness of the value
of meals highlighted the difficulties faced by elderly community-dwellers regarding the
speed of historical and cultural change. When considering effective assessment tools,
it is necessary for support providers to have a perspective that considers the historical
and cultural contexts in which the lives of individual elderly people are embedded.
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Qualitative Study, M-GTA
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I　序論

1　研究の背景と目的

現在，日本の高齢化率は 29％（URL 1）であ
り，諸外国とは比較にならないほど急速に高齢化
が進んでいる。65歳以上の高齢者世帯は全世帯
の約 30％を占めており，一人暮らしの高齢者は，
2020年は 600万人であるが，2040年には 900万
人になると推計されている（URL 1）。健康寿命
延伸（URL 2）の前提となる介護予防を見据え
た食事摂取の観点において，高齢者の低栄養と
要介護のリスクとの関連が明らかになっており
（奥村他 2020；Bracher et al. 2019），日本におい
て高齢者の低栄養予防は喫緊の課題となってい
る（武見・小岩井 2017；URL 3）。そのため，高
齢者の低栄養予防戦略として，安心して適切な
食事を確保できる食環境整備が求められている。
高齢者世帯の増加に伴い，配食サービスの市
場規模は増加傾向（URL 4）にあるが，在宅サー
ビス利用者やその家族の約 4割に食事の心配事
がある（古明地他 2016）との報告もある。地域
の在宅高齢者等が，医療・介護関連施設以外で
も，健康・栄養状態を適切に保つことができ，か
つ口から食べる楽しみも十分得られるような食
環境整備，とりわけ良質な配食事業を求める声
の高まることを予想し，2017年に厚生労働省は
「地域高齢者等の健康支援を推進する配食事業の
栄養管理に関するガイドライン」を公表してい
る（URL 5）。このガイドラインでは，配食注文
時のアセスメント例として，食欲の程度や食事
回数等についての確認事項はあるものの，食欲
に影響している可能性がある背景要因や個別性
（橋元他 2014；Meiselman 1992）までを把握する
ことはできない。
日本の医療保険や介護保険施設等で実施され

ている栄養ケア・マネジメント（URL 6）では，
臨床検査を含む栄養アセスメントに基づき「低
栄養状態のリスクの判断（URL 7）」を行い，栄
養介入を実施している。高齢者における低栄養
状態の改善を目的とした栄養ケア・マネジメン
トは介護報酬として評価され（杉山 2007；URL
6），結果として高齢者における食環境整備は，嚥
下調整食等を取り入れた低栄養予防や身体機能
の維持等の栄養管理に着目して進められること
が多い。いずれも数値で測りやすい各論的な現
象をとらえようとするものであり，高齢者の食
環境は画一的な栄養管理に重点がおかれること
が多い（早川他 2010）。また，保険制度を利用す
る地域包括ケアシステム（URL 8）も同様の栄養
介入となる。高齢者の食支援におけるアセスメ
ントでは，当事者を社会サービスの一方的受益
者とみなす傾向がみられるが，高齢者個人の食
に対する感情や信念等，生の声を引き出しにく
い現在の食環境の状況は，高齢者の食事への意
欲低下を招き，さらに低栄養やうつ状態，認知
症の増加を助長する可能性がある。成田（2019）
は介護予防のための栄養・食事介入の効果が得
られにくい原因について，背景要因や個別性に
応じた具体的方策がないことを指摘している。
そこで本研究は地域在住高齢者への効果的な

食支援に向けて，背景要因や個別性に応じた具
体的方策を検討するために，地域在住高齢者が
食事の価値や目的を意識するプロセスを，質的
分析から高齢者の視点で明示することを目的と
した。

2　先行研究と本研究の位置づけ

健康の保持・増進，生活習慣病予防のためのエ
ネルギー及び栄養素の摂取量の基準を示す「日本
人の食事摂取基準」は 5年ごとに改定され（URL
9），「栄養」は統計学的な基準値を満たす成分と
して国民に示されている。食事摂取に関するア
セスメントは，客観的妥当性が示された各種の
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比較基準値と照らして評価され，その評価に基
づいて栄養介入を実施している。しかしながら，
日本における介護予防のための介入研究につい
ての文献レビューでは，介護予防に有効とされ
る栄養介入はみられず，研究デザインの問題や
評価方法が統一されていないなど介入方法の確
立が求められると鵜川ら（2015）は述べている。
また，栄養・食事による介入効果が得られにく
いのは，対象者の個別性やリスクの程度に応じ
た具体的方策への中長期的な介入が十分にでき
ていないことを成田（2019）は指摘している。
Bandayrel and Wong（2011）は，集団的教育よ
りも個別栄養カウンセリングに予防効果がある
ことを報告しているが，日本においては従来，栄
養介入の面で栄養教育と栄養カウンセリングは
明確に分類されず，実施者が統合的に進めてい
る実状がある（木戸他 2022）。そのため，効果的
な栄養カウンセリングの手法など個別栄養介入
のための技術を身につけるためのツールは十分
とはいえない。前項で述べたように高齢者の個
別栄養介入例として配食サービスが存在はする
が，集団的教育の側面が強い。
海外では栄養ケア（nutrition care and cure）
を必要とする対象者や対象集団に対して，効
果的でかつ効率的な栄養ケアを実施するため
の手順として，国際栄養士連盟（International
Confederation of Dietetic Association: ICDA）を
軸に，栄養ケアプロセス（Nutrition Care Process:
NCP）（Karen 2003=2012）の国際標準化が進め
られている（木戸他 2022；中村他 2018）。栄養
ケアプロセスにおける栄養評価の手法は，標準
コード化された項目について，システマティッ
クに評価・診断を進めるものであるが，栄養問
題の本質的な原因や誘因を見抜く知識と技術は，
依然評価者に委ねられている。臨床実践におけ
るナラティブ・ベイスト・メディスンや，ナラ
ティブ・リーズニングの概念のように，当事者の
視点から語られる経験に着目する手法は海外の
栄養ケアプロセスでもみられない。
本研究は，高齢者の視点で語られる日常の食

事に着目したインタビュー調査を実施し，質的
分析手法を用いて食事の価値や目的を意識する
プロセスを高齢者の視点で明示しようとするも
のであり，支援する側（評価者）主体の評価基準
や理論とは異なる点に新規性があると考える。

3　用語の定義

本研究の「高齢者」は「高齢者の医療の確保に
関する法律（昭和 57年法律第 80号）」の分類に
基づき，65歳以上の者とした。
「地域在住高齢者」の用語は集団の健康問題を
扱う公衆衛生学分野において，市区町村のよう
な組織化された地域社会（地域の特性は問わな
い）に居住している高齢者を「地域在住高齢者
（community-dwelling elderly）」という表記で報
告する例が浸透しており，これに倣って使用す
ることとする。ただし本研究では「地域で自宅
に暮らしている高齢者」と定義し，保険制度に関
わる施設等へ入居している高齢者は除外する。
本稿において，「地域在住高齢者」について説

明している文中で使用する「高齢者」は「地域在
住高齢者」と同義語である。

4　研究デザイン

（1）質的研究：M-GTAによるインタビュー・
　　データの理論化

地域在住高齢者が食事の価値や目的を意識す
るプロセスには，どのような社会的相互作用が
関連しているのかを可視化して理解するため
に，高齢者へのインタビュー調査を実施した。
質的調査分析には様々な手法がみられるが，本
研究では，対人支援のための意味解釈や仮説推
論等に用いられる修正版グラウンデッド・セオ
リー・アプローチ（Modified Grounded Theory
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Approach: M-GTA）を用いた。M-GTAは，木
下（2003）によって方法論が確立されている質
的研究手法の一つである。オリジナル版 GTA
は，インタビュー・データ（以下「データ」）を
切片化し多数のコードに変換する作業によって，
データに内在する文脈性に拘束されない客観主
義的立場をとる。一方，M-GTAはデータに密着
した分析から独自の理論を生成するものであり，
「分析テーマ」，「分析焦点者」という二つの視点
を介してデータを解釈することで社会的相互作
用に基づく人間行動を説明し予測することに優
れているとされる。M-GTAは記述型のスタイル
ではなく，概念化のスタイルをとるため，研究結
果は実践的な活用のための理論となり得る。
本研究では M-GTA を用いることにより，地
域在住高齢者の食支援を考えるうえで，食事に
対する価値観や目的を高齢者の視点からプロセ
ス性のある理論として説明することが可能にな
るとともに，より効果的なアセスメントツール
を検討するうえでの活用可能性が期待できる。

（2）M-GTAによる分析のためのテーマ設定

M-GTAではデータの解釈が重要になるため，
分析の途中で解釈の視点がぶれないように，調査
開始前に「分析テーマ（限定的課題）」と「分析
焦点者」および生成した理論を応用する「理論応
用者」を明確に設定する必要がある（木下 2003）
ことから，本研究では以下のように設定する。

①分析テーマ（限定的課題）
地域在住高齢者が食事の価値や目的を意識
するプロセス
②分析焦点者
地域在住高齢者
③理論応用者
食支援者（管理栄養士・栄養士・配食事業
者・地域包括ケアシステム従事者等）

II　研究方法

1　調査対象

対象者は近畿圏（主に京阪神）居住の男女高齢
者，サンプルサイズ（対象者の人数）は約 15人
とした。サンプルサイズの算出根拠は，M-GTA
でのベース・データの目安が 10例～ 20例であ
る（木下 2003）ことを参考とした。
社会福祉協議会等の支援事業等へ参加してい

る高齢者をリクルートし，同意が得られた者を
調査対象者とした。ただしインタビューで受け
答えができないほど認知機能が低下している者，
主に日本語でのコミュニケーションが困難であ
る者は対象から除外した。

2　調査期間

2022年 3月～ 2023年 4月。

3　調査方法

半構造化面接を実施した。具体的には，調査
対象者に対し，調査者 1 名につき調査対象者 1
名のスタイルで行った。時間と内容については，
調査者が事前に作成したインタビューガイドに
基づき，1名あたり約 1時間で実施した。調査場
所は，調査対象者が希望する場所とし，実施内容
が他者に聞かれない環境で行った。調査対象者
の了解を得てインタビュー内容は ICレコーダー
に録音した。
インタビューガイドは保健指導経験がある管

理栄養士間で議論し，手順や質問項目など統一
感をもってインタビューが実施できるように作
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成した。具体的には，①導入（挨拶・基本属性等
についての質問），②核となる質問（1．現在の食
事管理，2．過去を含む日常の食事への意見，3．
食支援への意見），③おわりに（結語）の 3部構
成である。

4　分析手順

録音データから名前など個人情報を削除し，逐
語録を作成しベース・データとした。分析テー
マを「地域在住高齢者が食事の価値や目的を意
識するプロセス」，分析焦点者を「地域在住高齢
者」に設定し，ベース・データを基に分析をすす
めた。
ベース・データからの概念の生成には，分析
ワークシートを使用した。このワークシートは，
概念名，定義，具体例，理論的メモで構成され
る。解釈の視点がぶれないように，ワークシー
トの上部には「分析テーマ」と「分析焦点者」を
記入し，分析の際に常に意識できるようにした。
分析ワークシートは個々の概念ごとに作成した。
さらに継続的比較分析（比較から新たな“関係”
を見出していく）によって概念どうしの関係を

検討することで，複数の概念との関係で構成さ
れるカテゴリーを生成した。
【ワークシートの作業の流れ：まず具体例欄へ
の記入から始める。分析テーマと分析焦点者の
視点からデータをみていき，意味の指示的と思
われる部分に着目し，具体例欄に転記する。そ
してその部分の意味を考え定義欄に記入する。
さらにその定義を凝縮した言葉を考え，概念欄
に記入する。この一連の解釈作業の中で浮かん
だ様々なアイデアや疑問は理論的メモ欄に記録
していく。そして今度は定義に照らして他に具
体例がないかデータをみながら，同時並行的に
データの別の箇所にも着目して具体例として取
り上げ，新たなワークシートを立ち上げる。こ
の作業を全てのデータに対して行った。】

M-GTAによる理論化のための分析手順の概要
を図 1に示した。

5　信頼性と妥当性の確保

分析過程では，分析内容が恣意的にならない
ように質的研究経験者であるスーパーバイザー
の意見を求めた。

図 1　 M-GTAによる理論化のための分析手順の概要
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6　倫理的配慮と研究資金および
　　利益相反について

本研究は立命館大学における人を対象とする
研究倫理審査委員会の承認（承認番号：衣笠-
人-2021-121）を得たうえで，立命館大学研究推
進プログラム（2022年度，2023年度）助成金に
より実施した。本研究の実施にあたり，利益相
反関係にある企業・団体などはない。

III　研究結果

1　分析対象者の概要

（1）人数と性別：13人（男性 5人，女性 8人）
（2）年齢：74–88歳（平均 77.4歳）
（3）インタビュー時間：21–80分（平均 47分）
（4）対象者の属性は表 1に示す。

2　生成された概念およびカテゴリー

（1）　生成された概念と定義

M-GTAによる分析の結果，16の概念が生成
された。定義と具体例を表 2に示す。

（2）概念から生成されたカテゴリー

表 2で示した 16の概念について，複数の概念
相互の関係性から，5のサブカテゴリーと 2のカ
テゴリーを生成した（表 3）。

3　結果図の作成とストーリーラインの生成

表 3で示した 16の概念，5のサブカテゴリー，
2のカテゴリーについて，相互の関係性を整理し
プロセスを可視化するために，結果図を作成し
た（図 2）。
以下，図 2の結果図に基づきストーリーライ

ン（理論）を生成した。文中の【　】はカテゴ

表 1　対象者の属性
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表 2　生成された概念と定義一覧

27



石田他：地域在住高齢者が食事の価値を意識するプロセス

表 3　概念から生成されたカテゴリー

リー，｛　｝はサブカテゴリー，〈　〉は概念を示
す。なお，ストーリーラインは理論応用者のた
めの理論とする（木下 2003）ため現在形で記す。

（1）生成されたストーリーライン

地域在住高齢者が食事の価値や目的を意識す
るプロセスには，【暮らしの中での自己形成】と
【暮らしの外への自己解放】の相反する 2つのカ
テゴリーが存在する。

1945（昭和 20）年前後生まれの地域在住高齢
者が経験している食事では，〈幼少期に体験し
た味わい深さ〉から〈「懐かしい味」を確立〉し，
行事食などで〈食を介した家族の連帯感〉を自
然に根付かせながら，食事準備に関わることは
〈生活者としての知恵を獲得〉することと後に肯
定的に捉えている。またこれらの経験の積み重
ねは食に関する〈「慣れ」への信頼〉を醸成して
おり，時として〈「不慣れ」への抵抗〉にもつな
がっている。つまり｛家族主体の食生活｝では，
食事は【暮らしの中での自己形成】のための要素

となっている。
一方で，家族構成等環境の変化により食事の

目的の比重が家族から自分に移行し，｛自分主
体の食生活｝になると，〈健康意識の高まり〉が
一部でみられる一方で，食事準備等の面倒さか
ら〈虚無的心情〉あるいは〈自己決定の正当化〉
が進み，【暮らしの外への自己解放】を実践して
いる。具体的には，他者がつくるお弁当，惣菜，
外食等〈商品に委ねる〉ことや，選択に関しては
〈知名度への傾倒〉，食事を〈「薬」だと思うよう
にする〉など｛不確かな安心感｝を得るために食
事の価値を暮らしの外に求めるようになる。ま
た人生の残り時間を意識し〈限定人生の有効活
用〉として積極的に外食をすることや，友人や家
族と遠出（お弁当・外食）をするなど〈非日常空
間の共有による連帯意識〉を持つことで，食事の
目的が｛喪失感の積極的埋め合わせ｝の要素に
なっている面がある。

（2）作成した結果図
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図 2　地域在宅高齢者が食事の価値や目的を意識するプロセス

IV　考察

1　地域在住高齢者が食事の価値や目的を
　　意識するプロセスの特徴

地域在住高齢者が食事の価値や目的を意識す
るプロセスには，【暮らしの中での自己形成】と
【暮らしの外への自己解放】の相反する 2つのカ
テゴリーが明示され，高齢者の葛藤が伺えた。
食事に対する価値や目的を決定づける要因の
一つとして歴史的環境素因が考えられる。本研
究の対象者は 1934（昭和 9）年から 1947（昭和
22）年の戦中戦後直後に生まれた世代であり，
対象者の親世代は戦中戦後の食料統制下で食糧
確保の苦労と工夫を余儀なくされた世代である。
対象者の子ども時代はその影響を強く受けて
育った世代といえる。
図 3に対象者のライフステージの推移と時代

背景の概観を示す。家族（親世代，子世代，孫世
代）のライフステージも同様に推移しながら相
互に関わるため，同じシートに表す。
本研究の対象者は図 3に示す通り，幼少期か

ら少年・少女期にかけて，戦中戦後という特殊な
状況下で食事に対する嗜好や価値観を形成した
ことが伺える。実際インタビューでは以下のよ
うな語りがあった。

●日本は敗戦後ガチャガチャやったんです。そやか
ら食べるもんてほとんどなかったんです。食に関し
てはなんでも食べるんです（中略）なんせ食べるも
んだけは，おばあちゃん，私の母がやってくれまし
た。雑炊つくったり，芋も焚いてくれたり，そうい
う質素な生活やったんですけど，まあなんとかやっ
とったんです（中略）ええ，もうなんでも有り難い
と思って食べるんです。残すとあかん。一粒も残し
たらあかんいうて教え込まれましたけど。（F）
●（思い出の食べものについて聞かれ）あるという
たら雑炊ですわ。配給の。そこへ並んでもらいに，
買いに行くわけですよ。（L）
●私のおじさんが要するに軍人やったですね。そし
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図 3　対象者（昭和 9～22年生まれ）のライフステージの推移と時代背景の概観

て海軍やから中国の本をくれたんですわ（中略）そ
れで中国の食文化に興味をもった。（L）

石毛（2015）は，幼少期から少年・少女期に
かけて形成された食べものに対する嗜好や価値
観は，世代を単位とするゆっくりとした変化の
過程で，少しずつ変形しながら伝承される性格
のものであると述べている。しかし対象者が成
長する過程では，外食産業の工業化やスーパー
マーケットの台頭，コンビニエンスストアの成
長，中食市場の拡大，家電の普及（田中 2022）な
ど，親世代とは全く異なる状況の中で新たな食
習慣を形成していくことになる。また，様々な
インスタント食品・冷凍食品・チルド食品・レト
ルト食品等簡便化商品の開発が著しく進み（大
浦 2012），ひとつ前の世代とは異なり「自分で作
る」が原則ではなく，こうした商品・サービスを
合理的に生活の中に取り入れ，顧客として育て
る世代（北濱 2014）でもあった。食事に対する
価値や目的に虚無的心情がみられたのは，歴史
的環境的変化の急速さゆえの特徴であるかもし
れない。総じて「懐かしい味」に価値を見出す傾
向がみられた。
一方，対象者が子育て期にあたる 1975 年頃

（昭和 50年代）の日本の平均的な食事について，

農林水産省は「日本型食生活」との名称で「バラ
ンスのとれた食事」と評価し，その実践を推奨し
ている（URL 10）。しかし当時の食事の状況に
ついて，インタビューでは以下のような語りが
あり，「日本型食生活」時代の日常食は必ずしも
豊かな食事風景とはいえないことも伺えた。

●今日はこれにしようて楽しんで作ったことない。
大変やったから。（E）
●仕事している時はもうほとんどまともには帰れな
い。我々は企業戦士の時代ですからね。（K）
●（定年前は職場に）定食が Aと Bと麺と 3種類
があって，もうメニューが決まってますのでね。安
い金額で食券買って（G）

食糧難を経て高度成長期に食生活が豊かにな
る一方で，典型的な核家族では大黒柱の夫が企
業戦士となり，家族が全員そろわない夕食等は，
簡便な料理のほうが合理的で家庭での調理時間
を短くする傾向になっていたことも考えられる。
対象者から子育て時期の日常食について得られ
る情緒的な感想は乏しく，「とにかく忙しかっ
た」と振り返る例が多い。一方で対象者の親世
代に対しては「生活の知恵や技術」を教えてく
れたことへの感謝ともとれる認識を示している。
塩谷（2011）は三世代同居世帯の第二世代の女
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性の意識に焦点をあてた 1998年と 2003年の調
査で，料理が愛情・信頼・感謝などの情緒的要因
に結びついている場合は食文化が継承されてい
るが，世代間の葛藤，婚家との確執や不満がある
場合は食文化の断絶意識が働いていると考察し，
食文化の継承には食以前に家族の情意的な関係
性のありようが影響するとの結論を導き出して
いる。今後，非婚者・一人暮らしの増加により，
食文化食意識の共有はますます難しくなると思
われる。
本研究結果より，地域在住高齢者において，歴
史的文化的変化の急速さゆえに，食事の価値を
意識するプロセスには，食への意識の確立と現
状の乖離から葛藤がみられ，高齢者がどのよう
に食環境と折り合いをつけているのかを明示す
ることができた。一生涯関わる食事摂取におい
て，その葛藤を取り除く方法論はない。その課
題提起という面で，本研究において成果を得ら
れたと考える。

2　食支援への示唆

本研究結果より，高齢者自身の中で形成され
た食への価値観と現実（環境の変化や身体機能
の変化，人生の限定意識など）との葛藤により，
望まない食環境を高齢者自らが受け入れる要因
が存在することが示唆された。高齢者の葛藤は
何か，その境目（分岐点）に支援の担い手が着目
する必要がある。また，支援環境が整っていな
いことに加えて，高齢者自身も自分と折り合い
をつけながら自分の望むものから無意識に目を
背けている可能性が示唆されている。保健医療
や福祉の分野では，当事者が本来持つ能力や権
限を発揮するためのエンパワメント環境の重要
性が示されている（安梅 2021）。そのことから，
地域在住高齢者への食支援においても個人がも
つ能力や権限を放棄させることなく，自己を発
展的に形成していく過程を支援する必要がある
と考える。つまり，栄養ケア等の支援システム

の充実とともに，高齢者自らが自身の中に確立
された食事意識に気づくためのきっかけづくり
が求められるのではないかと考える。また，食
支援におけるアセスメントにおいて，高齢者個
人の人生に内包されている歴史的文化を知ると
いう姿勢は当事者理解のために重要なステップ
であると考える。当事者の視点から語られる経
験に着目し，その語りからその人の歴史的文化
を読み解く技術が支援の担い手に求められるこ
とが重要になると考える。
本課題をさらに深め，高齢者の食支援におけ

る当事者理解のためのアセスメントツールの開
発につなげることは，管理栄養士だけでなく高
齢者に近しい介護者や介護施設職員，医療者等
により，高齢者の食事への価値観や信念に寄り
添う食支援を行う事が可能となり，高齢者の食
への意欲を高め，ひいては低栄養の予防につな
がると考える。

V　結論

地域在住高齢者が食事の価値や目的を意識す
るプロセスには，【暮らしの中での自己形成】と
【暮らしの外への自己解放】の相反する 2つのカ
テゴリーが生成された。【暮らしの中での自己形
成】では｛家族主体の食生活｝に｛食事にエピ
ソードがある｝ことで，暮らしの中に価値や目
的を見出すが，環境の変化により｛自分主体の
食生活｝に移行すると，｛虚無的心情｝がみられ，
食事の価値や目的を暮らしの外に求めるように
なる。つまり【暮らしの中での自己形成】とし
ての食事から【暮らしの外への自己解放】を実
現するための食事に価値や目的が移行していた。
このプロセスでは歴史的文化的変化の急速さが
もたらした高齢者の葛藤も明示され，その葛藤
は解決されないまま内在している。地域在住高
齢者への効果的な食支援に向けた具体的方策を
検討する際には，支援者側にも高齢者個人の人
生に内包されている歴史的文化と向き合う視点
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が必要である。

VI　今後の展望について

本研究では，M-GTA によって地域在住高齢
者の視点で食事の価値を意識するプロセスを明
示した。プロセスにはいくつかの重要な分岐点
（高齢者の食への葛藤）があることが示唆された
ことから，今後はその分岐点に着目した食支援
の在り方を検討する必要がある。M-GTAによる
分析の限界として，生成した理論は解釈する人
間の要素が決定的に作用すること，必ずしも個
人の現象の時間的展開と同じとはならない点が
ある。歴史的，文化的，社会的な文脈に埋め込ま
れている人間の質的変容を捉えるには，時間を
捨象せず価値相対的に「移行」するという視点が
有用とされている（サトウ 2009）ことから，今
後はそうした認識論を備えている TEM（安田・
サトウ 2012）や TEA（安田・サトウ 2017）等，
異なる質的分析手法を参考に検証を重ねる必要
がある。
一方でM-GTAによって生成される理論は，完
成された形で提示されるのではなく，結果を現
場で活用しようとする応用者（実装者）による創
造的修正の余地を含んでいる（木下 2020）こと
から，実装者によるフィードバックで理論の精
緻化が図られていくという今後の建設的な相互
的関係の構築も望まれる。
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